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法
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ど

る

か

ら

た

ど

る

か

ら

た

ど

る

か

ら

た

ど

る
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川

千

歳

川
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川
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川
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遷

変
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市

史

主

任

編

集

員

 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

田

 

村

 

俊

 

之

 

 

は

じ

め

に

 

河

川

法

と

は

川

の

管

理

や

利

用

に

つ

い

て

定

め

た

法

律

で

あ

る

。

明

治

二

十

九

（

一

八

九

六

）

年

に

制

定

さ

れ

た

法

（

以

後

旧

河

川

法

）

と

、

新

た

に

昭

和

三

十

九

（

一

九

六

四

）

年

に

制

定

さ

れ

た

法

（

以

後

新

河

川

法

）

が

あ

る

。

我

が

国

の

河

川

は

明

治

以

降

こ

の

両

河

川

法

に

基

づ

き

治

水

・

利

水

が

図

ら

れ

て

き

た

。

今

回

は

こ

の

河

川

法

が

ど

の

よ

う

に

千

歳

川

と

関

わ

っ

て

き

た

の

か

を

見

て

い

き

た

い

と

思

う

。

 
 

 

千

歳

川

の

イ

メ

ー

ジ

 
 

多

く

の

人

が

思

い

浮

か

べ

る

千

歳

川

は

、

支

笏

湖

を

源

と

し

、

千

歳

の

市

街

地

を

貫

流

し

、

長

沼

町

と

恵

庭

市

、

南

幌

町

と

北

広

島

市

の

境

と

な

り

江

別

市

で

石

狩

川

に

合

流

す

る

川

で

あ

る

。

 

市

役

所

の

裏

で

も

水

中

に

バ

イ

カ

モ

が

白

い

花

を

つ

け

、

ヤ

マ

ベ

が

遊

泳

し

、

秋

に

は

サ

ケ

が

遡

上

す

る

清

冽

な

流

れ

で

あ

る

。

そ

の

清

流

は

支

笏

湖

か

ら

溢

れ

出

た

湖

水

が

源

だ

と

い

う

こ

と

は

、

市

民

の

誰

も

が

共

有

す

る

イ

メ

ー

ジ

で

あ

る

。

 

し

か

し

、

河

川

法

か

ら

み

る

と

千

歳

川

は

違

っ

た

姿

に

な

る

。

昭

和

九

（

一

九

三

四

）

年

か

ら

、

法

律

の

上

で

は

支

笏

湖

も

千

歳

川

で

あ

り

、

さ

ら

に

昭

和

四

十

二

年

の

政

令

に

よ

り

、

支

笏

湖

に

流

れ

込

む

美

笛

川

が

河

口

か

ら

八

㌔

上

流

ま

で

千

歳

川

に

組

み

入

 

れ

ら

れ

た

。

河

川

法

上

で

は

支

笏

湖

は

千

歳

川

の

途

中

に

あ

る

大

き

く

水

が

溜

ま

っ

た

川

の

一

部

で

あ

り

、

千

歳

川

の

源

と

は

言

え

な

く

な

っ

た

の

で

あ

る

が

、

こ

の

こ

と

を

第 1 号 

『

新

千

歳

市

史

』

 

情

報

紙

 
 

 
 

 
 

 
 

 

志
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知

る

人

は

少

な

い

。

支

笏

湖

を

千

歳

川

の

一

部

と

す

る

こ

と

は

支

笏

湖

が

千

歳

川

の

源

と

い

う

こ

と

で

一

応

納

得

で

き

る

。

し

か

し

、

美

笛

川

を

千

歳

川

に

変

え

た

こ

と

は

、

支

笏

湖

が

千

歳

川

の

源

で

あ

る

こ

と

を

否

定

し

た

こ

と

に

な

り

、

筆

者

は

強

く

違

和

感

を

覚

え

て

し

ま

う

。

美

笛

川

は

、

オ

コ

タ

ン

ペ

川

と

同

じ

く

支

笏

湖

に

流

入

し

湖

の

水

源

と

な

る

大

小

さ

ま

ざ

ま

な

川

の

一

つ

で

し

か

な

く

、

支

笏

湖

の

湖

水

が

あ

ふ

れ

て

出

来

た

唯

一

の

川

が

千

歳

川

と

の

想

い

が

強

い

。

支

笏

湖

を

源

と

す

る

流

れ

こ

そ

が

地

史

の

示

す

千

歳

川

で

あ

り

、

ア

イ

ヌ

文

化

が

語

っ

て

き

た

シ

コ

ツ

川

(

千

歳

川

)

な

の

だ

が

。

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

旧

河

川

法

と

千

歳

川

 

旧

河

川

法

は

明

治

二

十

九

年

四

月

制

定

さ

れ

、

主

に

治

水

と

い

う

観

点

か

ら

主

要

な

河

川

に

つ

い

て

、

国

が

直

轄

管

理

を

行

う

「

河

川

法

適

用

区

間

」」」」

と

都

道

府

県

が

管

理

を

行

う

「

河

川

法

準

用

区

間

」

に

分

け

て

い

た

。

 

千

歳

川

へ

の

法

の

適

用

は

昭

和

九

年

か

ら

で

あ

る

。

内

務

省

告

示

第

五

〇

二

・

五

〇

三

号

（

昭

和

九

年

十

一

月

一

日

）

及

び

、

北

海

道

告

示

第

一

五

九

一

号

（

同

日

）

に

よ

り

現

国

道

36

号

の

千

歳

橋

か

ら

江

別

川

合

流

点

ま

で

が

河

川

法

適

用

区

間

の

指

定

を

受

け

国

の

直

轄

管

理

に

な

っ

た

。

後

に

千

歳

川

と

な

る

江

別

川

も

同

じ

く

指

定

さ

れ

た

。

 

加

え

て

同

日

の

北

海

道

告

示

第

一

五

九

二

号

・

同

第

一

五

九

三

号

に

よ

り

千

歳

橋

か

ら

上

流

の

支

笏

湖

吐

口

ま

で

を

河

川

法

準

用

区

間

に

定

め

た

。

な

お

、

告

示

第

一

五

九

二

号

に

は

「

千

歳

川

（

支

笏

湖

ヲ

含

ム

）

」

と

記

し

て

い

る

。

当

時

の

河

川

法

に

基

づ

く

千

歳

川

の

区

間

と

は

、

現

在

、

山

線

鉄

橋

が

架

か

っ

て

い

る

支

笏

湖

の

吐

口

か

ら

江

別

川

と

の

合

流

点

ま

で

に

な

る

。

支

笏

湖

に

つ

い

て

は

千

歳

川

に

含

む

と

し

な

が

ら

河

川

法

準

用

区

間

に

含

ま

れ

て

い

な

い

。

 

江

別

川

は

千

歳

川

と

旧

夕

張

川

の

合

流

点

か

ら

江

別

市

の

石

狩

川

合

流

点

ま

で

の

間

で

あ

っ

た

が

、

昭

和

十

一

年

八

月

に

夕

張

川

新

水

路

が

完

成

し

、

夕

張

川

が

直

接

石

狩

川

に

通

水

し

た

結

果

、

江

別

川

は

夕

張

川

水

系

で

は

な

く

千

歳

川

水

系

に

組

み

入

れ

た

た

め

名

称

も

千

歳

川

へ

改

め

た

。

こ

の

時

か

ら

千

歳

川

の

下

流

端

は

、

石

狩

川

と

の

合

流

点

に

な

り

今

も

千

歳

川

の

終

点

で

あ

る

。

 

昭

和

九

年

の

内

務

省

告

示

及

び

北

海

道

告

示

に

よ

る

河

川

法

適

用

区

間

と

河

川

法

準

用

区

間

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

 

○

河

川

法

適

用

区

間

 

千

歳

川

 

千

歳

橋

以

下

江

別

川

合

流

点

ニ

至

ル

 
 

 
 
 
 
 

 

四

二

・

七

㌔

 

 
 

江

別

川

 

千

歳

川

夕

張

川

合

流

点

以

下

石

狩

川

合

流

点

ニ

至

ル

 
 

一

七

・

七

㌔

 

(

註

 

江

別

川

は

昭

和

十

一

年

か

ら

千

歳

川

に

な

っ

た

)
)
 

○

河

川

法

準

用

区

間

 

 

支

笏

湖

吐

口

以

下

河

川

法

施

行

地

点

ニ

至

ル

 
 

 
 
 
 
 

 
 

二

七

・

五

㌔

 

（

註

 

河

川

法

施

行

地

点

と

は

千

歳

橋

で

あ

る

）

 
 
 
 

支

笏

湖

吐

口

か

ら

石

狩

川

合

流

点

ま

で

の

千

歳

川

の

流

路

延

長

は

八

七

・

九

㌔

で

あ

る

。

 

な

お

、

各

区

間

の

流

路

延

長

（

距

離

）

は

、

新

法

に

基

づ

き

作

成

さ

れ

た

『

一

級

河

川

、

二

級

河

川

及

び

準

用

河

川

調

書

』

中

の

旧

法

区

間

の

数

値

で

あ

る

。

 

 

新

河

川

法

と

千

歳

川

 

新

河

川

法

は

昭

和

三

十

九

年

七

月

に

制

定

さ

れ

た

。

水

系

・

水

域

を

大

き

な

く

く

り

で

一

貫

管

理

す

る

治

水

・

利

水

の

方

針

が

示

さ

れ

、

国

、

都

道

府

県

、

市

町

村

の

管

理

区

分

を

明

確

に

し

た

。

国

が

直

接

管

理

す

べ

き

河

川

を

「

一

級

河

川

」

と

し

、

昭

和

四

十

年

三

月

政

令

第

四

三

号

に

よ

り

全

国

一

〇

九

（

北

海

道

一

三

）

の

一

級

河

川

水

系

が

指

定

さ

れ

た

。

そ

の

中

に

千

歳

川

が

属

す

る

石

狩

川

水

系

も

含

ま

れ

て

い

た

。

 

新

河

川

法

で

は

一

級

河

川

の

ほ

か

に

、

都

道

府

県

が

管

理

す

べ

き

川

と

し

て

知

事

が

指

定

し

た

も

の

を

「

二

級

河

川

」

、

一

級

・

二

級

河

川

以

外

で

市

町

村

が

法

を

準

用

し

管

理

す

べ

き

川

と

し

て

市

町

村

長

が

指

定

し

た

も

の

を

「

準

用

河

川

」

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

一

級

・

二

級

・

準

用

河

川

以

外

の

河

川

を

「

普

通

河

川

」

と

い

い

、

河

川

法

の
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適

用

や

準

用

を

受

け

な

い

が

管

理

は

市

町

村

が

行

う

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

れ

に

先

立

ち

北

海

道

は

、

昭

和

二

十

四

年

に

北

海

道

普

通

河

川

及

び

堤

防

敷

地

条

例

を

制

定

し

、

普

通

河

川

の

行

政

上

の

管

理

を

行

い

、

実

質

管

理

は

市

町

村

が

行

っ

て

い

た

。

こ

の

道

条

例

は

平

成

十

二

（

二

〇

〇

〇

）

年

に

市

町

村

へ

の

権

限

移

譲

に

よ

り

廃

止

さ

れ

、

普

通

河

川

の

管

理

は

各

市

町

村

が

条

例

を

定

め

て

行

っ

て

い

る

。

千

歳

市

は

平

成

十

二

年

に

普

通

河

川

条

例

を

制

定

し

た

。

 

千

歳

川

へ

の

新

河

川

法

の

適

用

は

、

昭

和

四

十

年

三

月

二

十

四

日

政

令

第

四

三

号

で

あ

る

。

千

歳

川

（

支

笏

湖

含

む

）

を

石

狩

川

水

系

一

級

河

川

に

指

定

し

、

上

流

端

を

（

支

笏

湖

の

）

美

笛

川

合

流

点

、

下

流

端

は

石

狩

川

と

の

合

流

点

と

し

た

。

そ

の

流

路

延

長

は

九

二

・

三

㌔

で

あ

る

。

 

 

昭

和

四

十

年

三

月

二

十

九

日

の

建

設

省

告

示

第

九

〇

一

号

に

よ

り

国

直

轄

管

理

区

間

の

指

定

が

次

の

と

お

り

行

わ

れ

た

。

 

上

流

端

 

左

岸

 

千

歳

市

錦

町

一

丁

目

一

九

-

一

（

目

標

・

国

道

千

歳

橋

）

 

右

岸

 
 

千

歳

市

本

町

一

丁

目

二

六

-

一

（

目

標

・

国

道

千

歳

橋

）

 

下

流

端

 

石

狩

川

合

流

点

 
 
 

 
 
 
 

 
 

こ

の

間

の

流

路

延

長

は

四

四

・

八

㌔

で

あ

る

。

国

直

轄

管

理

区

間

上

流

端

か

ら

美

笛

川

合

流

点

の

間

は

、

国

の

指

定

を

受

け

国

に

代

わ

っ

て

北

海

道

が

管

理

す

る

区

間

に

な

り

、

そ

の

流

路

延

長

は

四

七

・

五

㌔

で

あ

る

。

国

及

び

北

海

道

管

理

区

間

を

合

計

し

た

一

級

河

川

千

歳

川

の

流

路

延

長

は

、

前

述

の

政

令

第

四

三

号

ど

お

り

九

二

・

三

㌔

で

あ

る

。

 

こ

の

二

年

後

に

新

た

な

政

令

が

発

せ

ら

れ

る

。

昭

和

四

十

二

年

五

月

政

令

第

七

五

号

に

よ

り

、

一

級

河

川

千

歳

川

の

上

流

端

が

八

㌔

上

流

に

さ

か

の

ぼ

っ

た

。

支

笏

湖

の

美

笛

川

合

流

点

（

河

口

）

か

ら

さ

か

の

ぼ

り

、

美

笛

川

は

千

歳

川

に

組

み

込

ま

れ

た

の

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

美

笛

川

の

名

は

消

失

し

た

。

一

級

河

川

千

歳

川

の

新

た

な

上

流

端

の

位

置

は

、

国

土

地

理

院

地

形

図

で

ソ

ウ

オ

ン

美

笛

川

と

の

合

流

点

付

近

に

な

る

。

な

ぜ

延

伸

が

図

ら

れ

た

の

か

を

示

す

手

が

か

り

を

見

出

し

て

い

な

い

が

、

川

に

隣

接

し

て

い

 

               

          

千歳川の標識 

千歳橋を挟んで上流側を管理する北海道

の標識（上）と、下流側を管理する国土

交通省北海道開発局の標識（右）が立つ 
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た

千

歳

鉱

山

の

存

在

が

大

き

な

要

因

の

一

つ

で

あ

っ

た

と

推

察

さ

れ

る

。

一

級

河

川

で

 

あ

れ

ば

治

水

対

策

事

業

を

実

施

し

や

す

い

と

の

判

断

が

働

い

た

の

か

も

し

れ

な

い

。

 

そ

も

そ

も

美

笛

川

は

河

川

法

が

適

用

に

な

ら

な

い

普

通

河

川

で

あ

り

、

名

称

の

変

更

に

抵

抗

感

は

な

か

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

当

時

は

、

現

在

の

よ

う

な

河

川

と

地

域

文

化

に

調

和

し

た

河

川

管

理

計

画

な

ど

は

な

く

、

河

川

名

の

変

更

に

つ

い

て

の

配

慮

が

乏

し

か

っ

た

こ

と

は

容

易

に

想

像

で

き

る

。

し

か

し

、

川

の

名

前

に

は

そ

れ

ぞ

れ

理

由

が

あ

る

。

北

海

道

の

川

名

の

多

く

は

ア

イ

ヌ

の

人

々

が

川

の

景

観

や

役

割

を

表

現

し

た

呼

称

に

依

る

も

の

で

あ

る

。

美

笛

と

い

う

名

も

単

に

記

号

や

標

識

で

は

な

く

、

流

域

の

情

景

を

表

し

た

ア

イ

ヌ

語

が

語

源

で

あ

っ

た

。

（

註

 

『

志

古

津

』

22

号

「

現

代

千

歳

の

町

名

散

歩

」

参

照

）

 

上

流

端

の

延

伸

に

よ

り

北

海

道

管

理

区

間

は

、

八

㌔

増

加

し

て

五

五

・

五

㌔

に

な

り

、

一

級

河

川

千

歳

川

の

流

路

延

長

は

一

〇

〇

・

三

㌔

に

延

び

た

。

な

お

、

千

歳

市

域

を

流

れ

る

千

歳

川

の

流

路

延

長

は

、

恵

庭

市

と

の

市

境

か

ら

千

歳

橋

付

近

ま

で

の

国

直

轄

管

理

区

間

が

一

三

・

五

㌔

、

前

述

の

北

海

道

管

理

区

間

が

五

五

・

五

㌔

の

合

計

六

九

㌔

で

あ

る

。

 

 

普

通

河

川

の

千

歳

川

 

 

実

は

、

地

図

を

見

る

と

一

級

河

川

千

歳

川

の

上

流

端

で

あ

る

ソ

ウ

オ

ン

美

笛

川

合

流
 

点

か

ら

千

歳

川

と

名

付

け

ら

れ

た

細

流

が

フ

レ

岳

に

向

か

っ

て

北

上

し

て

い

る

。

こ

の

 

細

流

は

河

川

法

上

で

い

う

法

の

適

用

・

準

用

を

受

け

な

い

普

通

河

川

で

あ

り

、

無

名

の

 

沢

だ

っ

た

が

、

い

つ

の

頃

か

ら

か

千

歳

川

の

名

が

冠

さ

れ

た

。

こ

の

普

通

河

川

部

分

は

、

 

北

海

道

監

修

の

昭

和

五

十

年

九

月

刊

行

『

北

海

道

河

川

一

覧

』

の

河

川

図

に

お

い

て

も

、

 

す

で

に

千

歳

川

と

し

て

フ

レ

岳

近

く

ま

で

流

路

が

示

さ

れ

て

い

る

。

手

続

き

の

タ

イ

ミ

 

ン

グ

を

考

え

る

と

普

通

河

川

千

歳

川

が

誕

生

し

た

の

は

、

一

級

河

川

千

歳

川

の

延

伸

が

 

図

ら

れ

た

昭

和

四

十

二

年

の

政

令

と

同

時

で

あ

ろ

う

。

推

測

だ

が

、

千

歳

川

の

延

伸

で

 

支

笏

湖

を

水

源

と

呼

べ

な

く

な

り

、

新

た

な

水

源

を

旧

美

笛

川

上

流

域

に

求

め

た

結

果

 

で

は

な

か

っ

た

の

か

。

当

時

、

普

通

河

川

は

北

海

道

が

条

例

に

基

づ

き

管

理

し

て

い

た

。

 

                       

千歳川流路全体図 
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こ

の

こ

と

か

ら

無

名

の

沢

に

千

歳

川

の

名

を

冠

る

こ

と

が

容

易

な

の

は

北

海

道

だ

っ

た

と

思

わ

れ

る

が

、

命

名

の

経

緯

は

不

明

で

あ

る

。

 

 

千

歳

川

の

長

さ

（

流

路

延

長

）

に

つ

い

て

 

千

歳

川

を

管

理

し

て

い

る

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

札

幌

開

発

建

設

部

千

歳

川

河

川

事

務

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

の

千

歳

川

の

概

要

で

は

、

次

の

よ

う

に

説

明

し

て

い

る

。

「

千

歳

川

は

、

支

笏

・

樽

前

火

山

群

の

フ

レ

岳

（

標

高

一

〇

四

六

㍍

）

を

源

と

し

、

支

笏

湖

を

経

て

千

歳

市

街

地

を

流

下

、

嶮

淵

川

、

漁

川

、

旧

夕

張

川

等

の

支

川

を

合

わ

せ

石

狩

川

に

合

流

す

る

幹

川

流

路

延

長

一

〇

八

㌔

、

流

域

面

積

一

二

四

四

平

方

㌔

の

石

狩

川

の

一

次

支

川

で

す

。

（

後

略

）

」

と

あ

り

、

千

歳

川

の

源

が

支

笏

湖

の

そ

ば

に

あ

る

フ

レ

岳

で

あ

り

、

石

狩

川

と

の

合

流

点

が

終

点

で

あ

る

こ

と

、

そ

の

長

さ

が

一

〇

八

㌔

で

あ

る

こ

と

を

記

し

て

い

る

。

こ

の

概

略

で

使

わ

れ

て

い

る

「

幹

川

流

路

延

長

」

は

河

川

用

語

で

あ

り

、

次

の

と

お

り

の

説

明

が

あ

る

。

 

①

国

土

交

通

省

国

土

技

術

政

策

総

合

研

究

所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

 
河

川

用

語

集

 

「

河

口

か

ら

水

源

（

分

水

界

上

の

点

）

ま

で

の

流

路

の

延

長

の

こ

と

」

 

②

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

 

用

語

集

 
 
 

 
 
 

「

通

常

、

本

流

の

長

さ

を

言

い

、

水

源

か

ら

河

口

に

至

る

延

長

。

水

源

の

地

点

 

は

一

般

的

に

水

源

の

山

頂

か

ら

で

は

な

く

、

は

っ

き

り

し

た

形

の

あ

る

地

点

が

そ

の

地

点

と

し

て

採

用

さ

れ

ま

す

」

 

こ

の

よ

う

に

水

源

の

位

置

（

河

川

の

始

点

）

に

つ

い

て

の

認

識

が

同

省

内

に

お

い

て

異

な

っ

て

い

る

が

、

幹

川

流

路

延

長

に

つ

い

て

は

、

昭

和

五

十

三

年

に

国

土

交

通

省

（

当

時

建

設

省

）

が

全

国

の

河

川

現

況

調

査

を

同

一

基

準

で

実

施

し

た

。

こ

の

調

査

で

は

幹

川

流

路

延

長

の

水

源

位

置

（

始

点

）

は

、

①

の

「

分

水

界

上

の

点

」

を

用

い

て

い

る

。

 
 
 

北

海

道

開

発

局

に

よ

る

と

「

五

万

分

の

一

の

地

形

図

を

キ

ル

ビ

メ

ー

タ

ー

（

図

面

上

の

曲

線

や

長

さ

な

ど

を

測

る

道

具

）

で

三

回

連

続

計

測

し

、

そ

の

平

均

値

を

用

い

た

」

と

の

こ

と

で

実

測

値

で

は

な

い

。

当

然

で

あ

る

が

水

平

距

離

で

あ

り

、

高

低

差

に

よ

る

斜

距

離

は

加

味

さ

れ

て

い

な

い

。

河

川

規

模

を

全

国

規

模

で

比

較

す

る

た

め

の

概

数

値

で

あ

り

、

こ

の

時

に

示

さ

れ

た

千

歳

川

の

数

値

が

一

〇

七

・

九

㌔

と

い

う

。

北

海

道

開

発

局

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

・

治

水

計

画

・

河

川

改

修

事

業

等

に

表

記

し

て

い

る

千

歳

川

の

幹

川

流

路

延

長

は

こ

の

数

値

に

基

づ

く

一

〇

八

㌔

で

あ

る

。

源

は

支

笏

湖

と

フ

レ

岳

の

二

通

り

の

表

現

が

あ

る

。

 

で

は

、

幹

川

流

路

延

長

の

一

〇

七

・

九

㌔

は

ど

こ

か

ら

ど

こ

ま

で

な

の

か

。

終

点

は

 

石

狩

川

と

の

合

流

点

で

あ

る

。

そ

こ

か

ら

一

級

河

川

上

流

端

（

ソ

ウ

オ

ン

美

笛

川

合

流

 

点

）

ま

で

は

一

〇

〇

・

三

㌔

。

不

足

分

は

七

・

六

㌔

に

な

る

。

こ

の

不

足

分

を

求

め

て

国

土

地

理

院

W
e
b

地

図

に

記

さ

れ

た

普

通

河

川

千

歳

川

の

流

路

を

示

す

水

色

ラ

イ

ン

を

た

ど

る

と

、

ラ

イ

ン

が

途

切

れ

る

と

こ

ろ

ま

で

が

約

七

㌔

。

数

値

的

に

は

こ

の

あ

た

り

が

幹

川

流

路

延

長

の

始

点

と

言

え

そ

う

で

あ

る

。

 

た

だ

し

、

こ

の

始

点

は

昭

和

五

十

三

年

の

河

川

現

況

調

査

に

お

い

て

水

源

位

置

を

分

 

水

界

上

の

点

と

し

た

条

件

に

一

致

し

て

い

な

い

。

条

件

を

満

た

す

に

は

さ

ら

に

上

流

の

沢

地

形

を

二

㌔

ほ

ど

さ

か

の

ぼ

り

、

フ

レ

岳

付

近

の

分

水

界

に

接

近

す

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

経

路

は

昭

和

五

十

年

九

月

刊

行

『

北

海

道

河

川

一

覧

』

の

河

川

図

に

示

さ

れ

て

い

て

、

現

在

の

『

北

海

道

河

川

一

覧

』

に

お

い

て

も

変

わ

っ

て

い

な

い

。

前

述

し

た

と

お

り

、

北

海

道

は

水

源

位

置

の

条

件

を

満

た

す

無

名

の

沢

を

普

通

河

川

千

歳

川

と

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

こ

と

と

、

五

万

分

の

一

の

地

形

図

を

キ

ル

ビ

メ

ー

タ

ー

で

計

測

し

た

精

度

を

考

慮

す

る

な

ら

ば

、

千

歳

川

の

幹

川

流

路

延

長

を

算

出

し

た

始

点

は

フ

レ

岳

付

近

の

分

水

界

上

の

点

と

考

え

て

良

い

か

も

し

れ

な

い

。

 

千

歳

川

の

流

路

延

長

に

大

き

な

影

響

が

あ

っ

た

二

つ

の

治

水

事

業

が

あ

る

。

長

沼

町

と

恵

庭

市

が

接

す

る

付

近

で

昭

和

七

年

か

ら

十

二

年

に

行

わ

れ

た

一

三

ヵ

所

に

及

ぶ

シ

ョ

ー

ト

カ

ッ

ト

工

事

、

昭

和

三

十

二

年

か

ら

三

十

六

年

に

千

歳

川

を

長

都

沼

か

ら

切

り

離

す

た

め

に

行

わ

れ

た

長

都

新

水

路

工

事

（

根

志

越

橋

か

ら

下

流

六

㌔

ま

で

）

で

あ

る

。 
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こ

れ

ら

の

工

事

に

よ

り

昭

和

九

年

に

六

〇

・

四

㌔

だ

っ

た

国

直

轄

管

理

区

間

の

延

長

は

、

昭

和

四

十

年

に

は

四

四

・

八

㌔

に

短

縮

し

て

い

た

。 

 

支

笏

湖

の

流

路

長

 

現

在

、

千

歳

川

流

路

延

長

の

中

で

河

川

分

を

差

し

引

く

と

、

計

算

上

の

支

笏

湖

の

流

路

長

は

二

〇

㌔

で

あ

る

。

湖

沼

の

流

路

長

は

北

海

道

が

監

修

し

た

『

北

海

道

河

川

一

覧

』

で

は

湖

沼

全

周

長

の

二

分

の

一

を

用

い

、

北

海

道

開

発

局

は

湖

沼

の

流

心

部

を

結

ぶ

延

長

と

の

見

解

で

あ

る

。

支

笏

湖

の

吐

口

か

ら

美

笛

川

河

口

を

結

ぶ

ラ

イ

ン

を

流

心

部

の

延

長

と

す

る

な

ら

ば

、

そ

の

距

離

は

約

一

二

㌔

で

あ

り

二

〇

㌔

に

は

満

た

な

い

。

一

方

、

支

笏

湖

の

全

周

長

は

四

〇

・

四

㌔

で

あ

り

二

分

の

一

が

約

二

〇

㌔

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

現

在

も

全

周

長

の

二

分

の

一

の

数

値

を

使

用

し

て

い

る

可

能

性

が

高

い

。

仮

に

流

心

部

の

延

長

一

二

㌔

を

使

う

と

、

千

歳

川

の

幹

川

流

路

延

長

は

一

〇

〇

㌔

に

な

る

。

 

 

要

覧

に

見

る

千

歳

川

の

姿

 

さ

て

、

千

歳

に

お

け

る

千

歳

川

の

説

明

事

例

と

し

て

村

・

町

時

代

及

び

市

の

要

覧

を

見

て

い

く

と

、

大

正

八

（

一

九

一

九

）

年

の

『

千

歳

村

の

状

勢

』

に

次

の

よ

う

な

記

述

が

あ

る

。

「

千

歳

川

ハ

支

笏

湖

ヨ

リ

字

蘭

越

迄

ノ

間

純

然

タ

ル

渓

谷

ヲ

為

シ

字

千

歳

ニ

入

ル

ニ

及

ン

デ

沿

岸

一

帯

ノ

地

飃

渺

（

ひ

ょ

う

び

ょ

う

※

）

タ

ル

平

原

ヲ

為

シ

漸

東

ニ

シ

テ

長

都

沼

ノ

落

口

ヲ

北

ニ

折

シ

テ

石

振

ノ

国

境

ヲ

為

シ

流

レ

テ

石

狩

川

ニ

注

グ

･
･
･
･
･
･

」

（

※

筆

者

読

み

仮

名

・

意

味

 

広

く

果

て

し

な

い

さ

ま

）

と

千

歳

川

を

説

明

し

て

い

る

。

ま

た

、

昭

和

二

十

三

年

版

『

千

歳

町

勢

要

覧

』

で

は

、

「

千

歳

川

フ

レ

岳

ニ

ナ

ル

岳

に

源

に

し

て

美

笛

川

と

そ

の

他

の

小

河

を

聚

め

て

支

笏

湖

と

な

り

･
･
･

（

中

略

）･
･
･

千

歳

市

街

地

を

両

断

し

長

都

、

馬

追

両

沼

を

併

せ

て

長

都

、

長

沼

の

沃

野

３

満

余

町

歩

を

實

ら

せ

て

江

別

町

を

経

て

石

狩

川

に

合

流

す

る

。

」

と

あ

り

、

当

時

の

千

歳

川

に

つ

い

て

の

認

識

が

垣

間

見

え

る

。

昭

和

二

十

六

年

版

『

町

勢

要

覧

』

で

は

「

千

歳

川

は

支

笏

湖

に

水

源

を

発

し

･
･
･
･

」

と

あ

る

が

、

昭

和

四

十

九

年

版

か

ら

六

十

年

版

ま

で

は

千

歳

川

に

つ

い

て

の

説

明

が

一

切

な

い

。

市

内

の

千

歳

川

の

流

路

長

の

表

記

は

昭

和

六

十

一

年

版

か

ら

で

、

建

設

大

臣

区

間

一

三

・

五

㌔

知

事

区

間

五

五

・

五

㌔

、

合

計

六

九

㌔

と

あ

る

。

こ

れ

は

市

内

を

流

れ

る

河

川

法

上

の

一

級

河

川

千

歳

川

（

ソ

ウ

オ

ン

美

笛

川

の

合

流

点

～

恵

庭

市

と

の

境

界

）

の

流

路

長

で

、

以

後

、

平

成

三

年

版

ま

で

同

じ

内

容

で

あ

る

。

平

成

四

年

版

か

ら

二

十

七

年

版

ま

で

は

一

級

河

川

部

分

六

九

㌔

の

距

離

の

み

を

表

記

し

て

い

る

。

し

か

し

先

述

の

と

お

り

千

歳

川

に

は

普

通

河

川

部

分

が

あ

り

、

そ

れ

を

加

え

た

市

域

内

の

流

路

長

は

七

七

・

六

㌔

に

な

る

。

河

川

管

理

も

国

・

北

海

道

・

市

の

三

者

が

行

っ

て

い

る

。

地

名

の

由

来

と

な

っ

た

当

地

を

象

徴

す

る

千

歳

川

で

あ

る

。

具

体

的

な

川

の

姿

が

見

え

る

よ

う

な

情

報

の

追

加

が

望

ま

れ

る

。

 

一

方

、

平

成

二

十

年

版

か

ら

国

立

公

園

支

笏

湖

の

説

明

の

中

で

「

流

入

流

出

河

川

は

と

も

に

千

歳

川

で

…

…

」

と

苦

心

の

表

現

が

あ

り

、

平

成

二

十

五

年

版

か

ら

は

「

流

入

河

川

（

通

称

美

笛

川

）

、

流

出

河

川

は

と

も

に

千

歳

川

で

…

…

」

と

通

称

で

は

あ

る

が

美

笛

川

の

再

登

場

に

よ

っ

て

少

し

分

り

や

す

い

表

現

に

な

っ

た

。

 

 

対

峙

か

ら

調

和

へ

 

平

成

九

年

、

河

川

法

が

改

正

さ

れ

た

。

法

の

目

的

に

「

河

川

環

境

の

整

備

と

保

全

」

を

加

え

、

河

川

整

備

は

地

域

の

意

見

を

聴

い

て

計

画

す

る

こ

と

が

盛

り

込

ま

れ

た

。

治

水

に

力

点

を

置

い

た

旧

河

川

法

、

治

水

に

利

水

を

加

味

し

た

新

河

川

法

は

と

も

に

川

と

対

峙

し

て

き

た

法

と

言

え

る

が

、

こ

の

改

正

は

地

域

も

含

め

た

環

境

に

配

慮

し

、

川

と

の

調

和

を

図

る

法

へ

の

転

換

点

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

川

は

人

々

の

生

活

に

様

々

な

恵

み

と

と

も

に

、

時

と

し

て

大

き

な

災

い

を

課

し

て

き

た

が

、

川

は

人

だ

け

が

利

す

る

も

の

で

は

な

い

。

気

候

変

動

の

兆

し

を

感

じ

る

最

近

の

激

し

い

雨

、

人

知

を

超

え

た

大

き

な

自

然

の

力

を

内

在

す

る

川

と

人

々

の

生

活

が

ど

う

折

り

合

っ

て

い

く

の

か

、

河

川

法

の

役

割

は

重

大

で

あ

る

。
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参

考

文

献

 

（

財

）

石

狩

川

振

興

財

団

『

千

歳

川

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

』

平

成

九

年

 

監

修

 

北

海

道

開

発

局

・ 

北

海

道

千

歳

川

水

系

連

絡

協

議

会 

国

土

交

通

省

河

川

局

『

千

歳

川

の

治

水

計

画

の

考

え

方

』

平

成

十

六

年

 

国

土

交

通

省

河

川

局

『

河

川

景

観

の

形

成

と

保

全

の

考

え

方

』

平

成

十

八

年

 

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

『

石

狩

川

直

轄

河

川

改

修

事

業

（

千

歳

川

遊

水

地

）

再

評

価

説 

明

資

料

』

平

成

二

十

五

年

 

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

『

石

狩

川

水

系

千

歳

川

河

川

整

備

計

画

』

平

成

二

十

七

年

 

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

 

用

語

集

 

国

土

交

通

省

国

土

技

術

政

策

総

合

研

究

所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

 

河

川

用

語

集

 

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

札

幌

開

発

建

設

部

千

歳

川

河

川

事

務

所

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

『

千

歳

 

川

の

概

要

』

 

（

社

）

北

海

道

土

木

協

会

『

北

海

道

河

川

一

覧

』

昭

和

五

十

年

・

平

成

七

年

 

監

修

 

北

海

道 

土

木

部

河

川

課

 

（

社

）

北

海

道

土

木

協

会

『

一

級

河

川

、

二

級

河

川

及

び

準

用

河

川

調

書

』

平

成

十

三

年

・

同

十

四

年

 

監

修

 

北

海

道

土

木

部

河

川

課

 

千

歳

村

『

千

歳

村

の

状

勢

』

大

正

八

年

版

 

千

歳

町

『

町

勢

要

覧

』

昭

和

二

十

三

年

版

な

ど

 
 

千

歳

市

『

要

覧

ち

と

せ

』

平

成

四

年

版

・

二

十

年

版

・

二

十

五

年

版

な

ど

 

千

歳

市

『

新

千

歳

市

史

 

通

史

編

上

巻

』

平

成

二

十

二

年

 

北

海

道

開

発

局

土

木

試

験

所

「

長

都

沼

と

そ

の

周

辺

低

地

に

お

け

る

排

水

と

農

地

の

開

発

」

 

１

『

土

木

試

験

所

報

告

』

N
o
.
7
9
 

昭

和

五

十

七

年

 

北

海

道

札

幌

土

木

現

業

所

『

千

歳

出

張

所

管

内

河

川

図

 

五

万

分

の

一

』

（

昭

和

六

十

二

年 

国

土

地

理

院

承

認

）

 

北

海

道

土

木

部

『

北

海

道

の

川

づ

く

り

基

本

計

画

』

平

成

六

年
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雑

感

雑

感

雑

感

雑

感    

市

史

市

史

市

史

市

史

編編編編

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん

のののの

進

捗

進

捗

進

捗

進

捗

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て    

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

市

の

組

織

に

「

市

史

編

さ

ん

担

当

」

が

復

活

し

て

か

ら

一

年

が

過

ぎ

た

。

こ

の

間

、

下

巻

の

執

筆

項

目

を

抽

出

・

検

討

・

精

査

し

目

次

構

成

案

を

作

成

。

そ

の

後

、

市

史

編

さ

ん

委

員

会

を

設

置

し

編

集

方

針

、

目

次

構

成

を

審

議

し

取

り

ま

と

め

た

。

ま

た

、

第

一

回

市

史

編

さ

ん

委

員

会

で

の

委

員

の

提

案

か

ら

、

昨

年

十

一

月

に

写

真

等

の

戦

後

史

の

資

料

提

供

を

広

報

誌

や

新

聞

等

を

通

じ

て

市

民

に

募

集

し

た

と

こ

ろ

、

一

〇

人

か

ら

写

真

や

地

図

の

提

供

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

た

。

 

そ

し

て

、

各

分

野

の

郷

土

史

に

詳

し

い

市

民

、

市

職

員

Ｏ

Ｂ

、

現

役

職

員

か

ら

執

筆

者

四

〇

人

を

選

定

し

言

葉

巧

み

に

執

筆

を

お

願

い

し

た

。

皆

さ

ん

気

概

に

溢

れ

、

快

く

承

諾

し

て

く

れ

た

。

昨

年

十

月

に

は

執

筆

者

説

明

会

を

開

い

た

。

執

筆

要

領

を

説

明

し

市

が

保

有

・

把

握

し

て

い

る

資

料

リ

ス

ト

等

を

提

供

し

た

。

原

稿

提

出

締

め

切

り

は

平

成

二

十

九

年

十

二

月

末

。

二

年

以

上

先

の

話

に

質

問

は

ほ

と

ん

ど

出

ず

、

そ

れ

ぞ

れ

が

書

き

始

め

て

か

ら

と

考

え

て

い

る

よ

う

だ

っ

た

。

 

 

年

が

明

け

執

筆

者

か

ら

の

問

い

合

わ

せ

が

出

始

め

た

。

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

か

ら

何

か

を

始

め

な

け

れ

ば

落

ち

着

か

な

い

人

、

尻

に

火

が

つ

く

ま

で

始

め

な

い

人

と

二

手

に

分

か

れ

る

。

未

だ

手

を

付

け

て

い

な

い

執

筆

者

も

多

い

も

の

と

推

察

さ

れ

る

が

、

新

年

度

に

入

っ

て

市

史

編

さ

ん

執

務

室

に

顔

を

出

す

執

筆

者

が

増

え

て

き

た

。

昭

和

二

十

六

年

の

『

広

報

ち

と

せ

』

初

号

か

ら

頁

を

め

く

る

人

、

新

聞

記

事

を

検

索

す

る

人

、

資

料

入

手

方

法

を

相

談

す

る

人

な

ど

。

 

執

筆

に

取

り

か

か

れ

ば

、

適

当

な

資

料

が

な

か

な

か

見

つ

か

ら

な

い

こ

と

に

気

づ

く

。

『

○

○

周

年

記

念

誌

』

な

ど

は

要

点

が

ま

と

め

ら

れ

参

考

文

献

等

も

記

載

さ

れ

て

い

る

か

ら

重

宝

す

る

が

、

そ

う

都

合

よ

く

は

行

か

な

い

。

新

聞

や

広

報

誌

の

記

事

を

探

す

ほ

か

、

当

時

の

担

当

者

の

行

政

資

料

や

町

議

会

・

市

議

会

の

議

事

録

の

中

か

ら

、

条

例

制

定

や

協

議

事

項

と

し

て

審

議

さ

れ

て

い

る

も

の

や

、

事

務

報

告

・

行

政

報

告

の

中

に

「

使

え

る

も

の

」

を

探

す

な

ど

、

「

ハ

ズ

レ

」

を

繰

り

返

す

中

か

ら

小

さ

な

「

ア

タ

リ

」

を

重

ね

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

 

執

筆

の

た

め

の

資

料

捜

索

が

尽

き

る

と

、

市

内

各

分

野

の

生

き

字

引

の

方

々

に

話

を

聞

く

こ

と

も

必

要

に

な

っ

て

く

る

。

そ

の

一

つ

と

し

て

、

機

関

誌

『

志

古

津

』

最

終

号

（

二

二

号

）

「

現

代

千

歳

の

町

名

散

歩

」

の

抜

刷

を

千

歳

市

町

内

会

連

合

会

の

協

力

を

得

て

各

町

内

会

に

配

布

し

、

不

明

・

不

確

定

な

町

名

の

由

来

等

に

つ

い

て

教

示

い

た

だ

く

こ

と

に

し

た

。

こ

の

よ

う

な

作

業

を

経

て

精

度

の

高

い

内

容

の

市

史

に

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

る

。

 

◆ 
 
 
 

◆ 
 
 
 

◆ 

 

市

役

所

本

庁

舎

二

階

に

あ

っ

た

市

史

編

さ

ん

担

当

の

執

務

室

は

、

四

月

か

ら

市

役

所

西

口

駐

車

場

西

側

の

ヤ

マ

セ

ミ

が

描

か

れ

て

い

る

西

庁

舎

二

階

に

移

転

し

た

。

ま

た

、

四

月

一

日

付

で

主

査

と

し

て

久

原

直

利

が

加

わ

っ

た

。

 

依

頼

し

た

執

筆

者

が

来

庁

し

て

調

査

を

始

め

る

と

、

執

筆

者

の

一

人

で

あ

る

編

さ

ん

担

当

者

も

煽

ら

れ

る

。

編

さ

ん

担

当

が

締

め

切

り

を

破

る

わ

け

に

い

か

な

い

。

執

筆

期

間

後

半

に

な

れ

ば

依

頼

し

た

執

筆

者

か

ら

の

相

談

、

原

稿

の

推

敲

が

続

く

と

予

想

さ

れ

る

た

め

、

自

ら

の

原

稿

は

早

め

に

進

め

て

お

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

執

務

室

が

少

し

広

く

な

っ

て

体

制

も

三

人

か

ら

四

人

に

増

強

、

自

ら

担

当

す

る

原

稿

執

筆

は

も

ち

ろ

ん

、

他

執

筆

者

へ

の

支

援

等

、

平

成

三

十

一

年

三

月

の

刊

行

を

目

指

し

て

編

さ

ん

作

業

に

邁

進

す

る

。

 

本

紙

は

、

そ

の

進

捗

状

況

と

と

も

に

編

さ

ん

作

業

の

中

で

新

た

に

浮

か

ん

で

く

る

事

実

や

疑

問

な

ど

を

取

り

上

げ

る

。

本

紙

を

通

じ

て

休

刊

と

な

っ

た

機

関

誌

『

志

古

津

』

に

「

ぷ

ら

す

」

す

る

新

た

な

市

史

情

報

を

発

信

し

て

い

き

た

い

と

思

う

。

 

な

お

、

記

事

に

つ

い

て

の

誤

り

や

疑

問

点

な

ど

、

お

気

付

き

の

点

が

あ

り

ま

し

た

ら

市

史

編

さ

ん

担

当

ま

で

連

絡

を

お

願

い

し

ま

す

。 
 
 

 
 

（

千

歳

市

総

務

部

主

幹

）
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